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第２回田浦梅の里等指定管理者選考委員会 会議記録 

 

概 要 

日 時：令和３年 10月 19 日（木） ９時 50分～10 時 55 分 

 
場 所：横須賀市役所本庁舎３号館 ５階 正庁 
     （応募団体控室は 304 会議室、傍聴者控室は 404・405 会議室） 
  
出 席 者：選考委員 ◎佐藤  廣  (横須賀商工会議所産業・地域活性課長) 

○三浦 勝明 (横須賀市環境政策部公園管理課長) 

 浦田 啓充 (一般社団法人日本公園緑地協会常務理事) 

 田邊 龍太 (公益財団法人日本生態系協会教育研究センター長) 

 川村 由宇子(横須賀市民生局こども育成部こども育成総務課長) 

＊敬称略  ◎委員長 ○職務代理者 
：事務局         千葉・内山・齊藤・竹下・小林・福田・藤平・前原 

（環境政策部公園管理課）  
 

傍 聴 者：８名 

 
議事次第 

・第２回田浦梅の里等指定管理者選考委員会開会 

・進行についての事前説明（事務局） 

・非公開での意見交換 

・公開での応募者によるプレゼンテーション・質疑応答 
 
第２回田浦梅の里等指定管理者選考委員会 開会（非公開部分含む） 

・本委員会の委員数は５名であり、指定管理者選考委員会等条例の第４条の規程による定足数の半数 

以上の出席があることから、本委員会の成立を確認。【各委員】 
・田浦梅の里ほか７箇所、横須賀市立浦郷みなと緑地ほか２箇所および横須賀市立田浦青少年自然の家

の募集団体は１団体であり、提出書類を確認したところ、各団体とも応募資格に問題が無いことを確

認。【各委員】 

・当日の応募者によるプレゼンテーション・質疑応答の方法等について確認【各委員】 

・傍聴者入場（８名） 
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田浦梅の里ほか７箇所、横須賀市立浦郷みなと緑地ほか２箇所および 

横須賀市立田浦青少年自然の家  応募団体① よこすかグリーンパーク共同事業体  

●プレゼンテーション 20 分間 

※プレゼンテーション開始前に説明資料（パワーポイントの表示画面を印刷したもの）を配布。 

（事前に応募団体から事務局へ提出され、事務局にて内容確認済みの補助資料） 

                                    ＊終了後回収なし 
●質疑応答 35 分間 

 

（委員 質問） 

 パワーポイントにて説明いただいた 16ページにて、雑草ではない山野草の数々を守るということで

草刈り禁止などの記載があるが、さらに具体的にお願いします。 

（付随）生物多様性を守るということで書かれているが、パワーポイントや提案書に外来種が記載

されているので、実際にやられる際には気を付けてもらいたい。また、生物多様性のために刈った

方がよい場合とダメな場合があるので、その当たりもご留意いただきたい。 

 光の丘水辺公園にて例えばニリンソウの管理についてメインで活動されている方はいるか。 

 その他の公園も含めて、山野草の盗掘については何か対策はしているか。 

 危険な動物としてスズメバチを代表として記載があるが、改めて説明をお願いします。 

 巣の発見に関する対応策は何かあるか。 

（よこすかグリーンパーク共同事業体 回答） 

 園路に支障があるものについては刈取る可能性があるのだが、広場にあるものについては極力山野

草も残して来園者にも楽しんでいただきたいと考えている。 

（付随）保護すべきものや刈った方がよいものなどについては専門家の意見を聞きながら実施して

いきたい。 

 水辺公園友の会が大切に保全をしている状況で、水辺公園では一般の人がいつでも入れるエリアと

季節で入れるエリア、管理された状況でないと入ることができないエリアに分けて管理している。 

 盗掘などはあるように聞いており、光の丘水辺公園はいつでも入れるようにはしておらず、衣笠山

公園などでは、なるべくホームページなどでは公開してないようにしている。また、山野草を取ら

ないでくださいといった内容の掲示もするようにしている。 

 スズメバチの対策としては、発見次第横須賀市に通報している。また、すぐにできる処置として立

入禁止措置をしたり、万一に備えて殺虫剤を用意していたりする。 

 日頃の巡視においての発見や、来園者の情報提供を基にしている。 

 

（委員 質問） 

 リスク管理について、土砂災害等のシミュレーションなどがされており、防災訓練なども記載があ

るが、どのような頻度でどんな防災訓練を考えているかご説明いただきたい。 

 現地のスタッフは全員参加するような訓練という認識でよろしいか。 

 繁忙期は２月の終わりから６月くらいかと思うが、四季を通じてといったことを考えたときに、情

報発信について工夫されている点があればお願いします。 



3 

 ナラ枯れについて記載されているが、公園は一つのエリアでしかないので、取り組もうとすると関

係機関と連携しながらでないと対応は難しいと思うが、どのような取組をしていて、今後どのよう

にするのか考えがあればお願いします。 

 ウメについては、樹勢回復に大分苦慮されているようだが、今どのような状況でこれからどのよう

な対応を予定しているのか説明をお願いします。 

（よこすかグリーンパーク共同事業体回答） 

 防災訓練については、しょうぶ園を中心に行っているが、海辺の施設も増えることからそれぞれの

施設にて行う方が効率的かと思うので、方向性等を固めながら行っていきたい。 

 そのような認識で問題ない。今後海辺の施設が増えることから、津波などについても対策していき

たい。 

 ホームページにてフラワーカレンダーの作成をしている。 

 緑化造園組合には造園会社が多数在籍しており、樹木医も在籍している。自然公園ではナラ枯れが

多数発生しており、その対策には様々なところから情報を聞きつつ対応している。現在発生してな

い公園についても発生すれば適宜対応していく。 

 かなり老木化が進んでいる。これまで進めてきた漢方の効果を見ながら横須賀市と協議して進めて

いきたい。また、地元の方々の寄付により思い入れのあるものなので、地元の声も聴きながら進め

ていきたい。 

 

（委員 質問） 

 計画書に記載のある危険木ポイントマップについてあるがどういったものであるか。また、衣笠山

公園以外でも実施する予定があるか。 

 実施予定表には田浦梅の里の樹勢回復について記載があるものの、衣笠山公園の桜や走水水源地公

園の桜について記載がなかったように見られるが、これは実施いただけるということでよろしいか。 

 12-5 ページについて、里山的な環境の活用部分について若干乏しい部分があるかと感じている。多

くの人を呼び込んでしまうと自然を荒らされてしまうなどイベントについては慎重に行わなければ

いけない場所ということは理解しているが、例えば光の丘水辺公園のような定期的な自然観察会な

どはできたりするのではないかと思うので、何か案があればお願いします。 

 走水水源地公園については利用料金制を導入しており、市が出した積算では 850 万円で見込んでい

るが、収支予算書では 800 万円と若干少なく見込まれている。公園となれば利用者も増えていくと

考えられるが、なぜ少なく見積もっているか。また、今後どのように積極的な利用を促していくか

お聞かせください。 

 北九州市とフェリーが繋がったことを生かして「河内藤園」と連携とありますが、平安閣やメルキ

ュールホテルも踏まえて具体的にあればお願いします。 

（よこすかグリーンパーク共同事業体回答） 

 危険木ポイントマップについては、作成し、指定管理者だけでなく市役所とも協力しながら対策を

考えていきたいというもので、今後マップの作成が必要な公園では作成を検討していきたい。ヒヤ

リハットに関連し、危ないところなどを図上に落としていき対策を検討していきたい。 
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 衣笠山公園については、樹勢回復部会と協力しながらやっていく。走水水源地公園についても、こ

れから樹木医と相談しながら行っていきたい。 

 現在計画書には、我々が聞いて現在やっていることを中心に記載している。自由に誰でも入れるよ

うな環境というのは盗掘や荒らされるデメリットが大きいと思うので、専門家（精通した人）など

管理者の管理下であれば自由に出入りできるような、要はエコリーダーのような人を集めて、我々

が場を提供することはできると考えている。 

 昨年、一昨年の料金を平均して 800 万円という金額で見込んでいる。850 万円を達成できるように

集客も増やして行っていく。 

 平安閣やメルキュールホテルについては、結婚式などの前撮りなどで連携していくことを考えてい

る。河内藤園については、現状特にコンタクトを取っているわけではないが、フェリーで北九州市

と横須賀市が繋がったということでご提案できることといえばこういったところと思い、接触を始

めているところである。ノウハウの共有や両方の藤園の紹介などをしていきたい。 

 

（委員 質問） 

 提案書の 7-8 にて様々な資格を取得しているスタッフがいることがわかるが、これらの有資格者を

活用して通常の公園管理を超えた高レベルな管理をしていくようなアイデアがあればお願いします。 

 ウメもぎのようなイベントについては今後どのように考えているか。 

 浦郷みなと緑地と久里浜みなと緑地についても何か考えがあればお願いします。 

（よこすかグリーンパーク共同事業体 回答） 

 ここに記載の全ての資格をどこに活用していくといったところまでは具体的にはないものもある。

当然、造園に関するものなど公園の管理に生かしていくが、その上でカラーコーディネーターなど

の資格を用いて公園の案内をしていくなど場面場面で活用できたらと考えている。 

 今は、ウメをもぐことは年間 500kg くらい収穫しており、市の財産として下の売店で販売するなど

している。 

 浦郷と久里浜は地域の皆さんが利用される都市公園でいうところの街区公園に近い公園なので、そ

こで特段のイベントをというよりも地域の人が利用するときにしっかり協力していきたい。また、

きれいにし、花を植えられるようなところがあれば植えていくというようなこともしていきたい。 

 

（委員 質問） 

 事故や災害など不測の事態に対応して、広い敷地を安全に運営する上で特に気をつけているところ

があればお願いします。 

 来園者の把握は中々難しいところがあると思うが、そのような対応については？ 

 皆様の考える課題や魅力について最後お聞かせ願いたい。 

（よこすかグリーンパーク共同事業体 回答） 

 毎日やっていることは職員が巡回し、危険のある場所は立入禁止や看板による喚起を行っており、

新しく管理する施設についても、同様の形で対応していきたいと考えている。 

 来園者の対応については、すれ違って挨拶をしたりなどするときに危険な場所について声を掛け合

ったり、看板や表示板で対応していきたい。 
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 横須賀の自然公園の魅力については、プレゼンでも話しましたが、豊な自然が残された公園がたく

さんあり、比較的安全に自然に親しんでいただけるというところが魅力あるところだと思います。

様々な花が味わっていただけるところ、さらに今後野比かがみ田緑地など生き物や自然環境に触れ

ていただけるところも魅力になってくると思います。 

課題については、自然相手のため、倒木などもあるし、雑草を守るということも話しましたが、除

草や管理という面でもきれいにしかし自然を大切にというところが大変かと思います。 

 

                            プレゼンテーション・ヒアリング終了 

 

【事務局からの連絡事項】 
 
                                           終了 
 
 

【事務担当：横須賀市環境政策部公園管理課管理第２係 前原 TEL046-822-9799】 


